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案内図1/1500(A3)

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

共-A-004

港南区ふれあい公園

横浜少年鑑別所

住所：横浜市港南区港南中央通978番地の1

土木事務所
倉庫棟

公会堂及び
土木事務所棟

港南警察署ブルーライン
港南中央駅

市立港南中学校

日
野
川

横浜刑務所

港南区
総合庁舎

横浜少年
鑑別所

鎌倉街道

主な用途：公会堂、土木事務所
敷地面積：3007.95㎡
建築面積：1,920.69㎡
延床面積：5,940.57㎡

1 階平面図地階平面図 2 階平面図 3 階平面図

公会堂、土木事務所、区民活動支援センターからなる複合施設である。
既存建物の地下躯体を山留めとして再利用し、その内側におさまる平面を計画とする必要があった。断面的に
は、道路斜線と地区計画規制をクリアし、隣接する住宅地への影響を最小限にするため、段々状にセットバッ
クする形態とした。このように平面、断面ともに非常に厳しい形態制限のなかで、コンパクトに各施設をまと
める必要があった。さらに隣接する地下鉄駅舎への影響を最小限とするため、地下躯体は鎌倉街道から大きく
離し、かわりに上部躯体を SRC 造として約 8m オーバーハングさせた。これにより必要諸室の面積を確保する
と同時に、駅前広場に大きな軒下空間が生まれた。地上には 24 時間自由に通行できる遊歩道をもうけ、駅か
ら区役所を結ぶ歩行者空間を生み出した。また鎌倉街道に面して約 500㎡の駅前広場をつくることで、開かれ
た市民のための憩いの場が生まれた。

Main use：Public Hall  Public Works Office
Site area：3007.95㎡
Building area：1,920.69㎡
Total floor area：5,940.57㎡

港南公会堂及び港南土木事務所
Konan Public Hall /Konan Public Works Office
2021

厳しい制約下で生み出した市民のための公会堂
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1�200(A3) 南立面図
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公A-041

外装計画

外壁はすべて RC 打放し、水平・垂直共 900mm ピッチで目地を入れている。

通常よりも細かく目地を入れ、フライタワーなどの大きな RC 壁面に対するクラックによる漏

水リスクを最小限にしている。また劇場は階高が高く段床もあるため、打継目地を水平に統一

することはほぼ不可能であるが、細かく目地を入れておけばそのどこかで打継を行うことがで

きるので、当初の外観イメージを守った施工が可能となる。アルミサッシは窓ごとに Low-E

ガラスの色を変え、ステンドグラスのように変化に富んだ外観を生み出している。



公会堂ホワイエについては、外観と同じく RC 打放し仕上げを基調としている。最も特徴的なのは 2 階のホワイエで、オーバーハングした軒裏がそのまま室内に入り

こみ、RC 打放し仕上げの天井となっている。ホワイエの壁仕上にはガラスタイルを併用している。各室内の機能を満たしつつ、ホワイエの広さも確保できる平面を

模索した結果、波打つような形状となったガラスタイルが自然光を反射し、光を室内深くまで導いている。

内装計画



劇場内部は敷地条件等からシューボックスに近い矩形平面となった。模型や 3D での検討を繰り返し、波打つような曲面天井は音響シミュレーションにより気積・形状を決定した。



レリーフの製作
客席の壁と天井の仕上げには、特殊ケイカル板にルーター加工を施して区の花であるヒマワリを刻印した。これは装飾的役割だけでなく反射音を拡散させる機能を持っ

ており、結果的に響きのやわらかい、音響的にも優れたホールとなった。

椅子の製作

緞帳の製作
港南区の花であるヒマワリをテーマとし、緑や空、ヒマワリの種に見られる幾何学模様などをモチーフに私たちでデザインを行い、原画を作成した。制作にあたっては

京都西陣織の工場で、職人が原寸大の型紙を製作後、この緞帳のために手作業で染糸、縫製をすべて手作業で行った。

客席椅子もヒマワリをモチーフとして特注で製作した。背もたれの凸凹は特殊なエンボス加工で、汗ムレも防止する役割がある。高齢化を見据えて客席にも手摺を設置

してほしいという要望が出たため、樹脂製の握り棒を今回のために新たにデザインした。体重を乗せても手が痛くならず、また前後どちらからも握りやすい形状をモッ

クアップで何度も検討した結果、自動車のシフトレバーのような形状の手摺となった。
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矩計図（1）

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

公A-046
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水勾配

立上り：H150

二重壁：押出成形セメント板ｔ15

壁：ケイ酸質系塗布防水

側溝：防水モルタルｔ15金ゴテ押えの上、
ウレタン塗膜防水（水勾配付）

GRC点検口600□

水勾配

繊維混入有孔PBt8　9φ＠15AEP（黒）
GWt50　ガラスクロス敷込

柱型パネル：RC下地の上
AL t3.0
ウレタンメタリック焼付塗装

天井：コンクリート化粧打放し

壁：コンクリート化粧打放しの上
　　フッ素樹脂クリア塗装
  誘発二段目地＠900程度

床：OAフロアｔ100の上
　　タイルカーペットｔ7.5

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ロックルール化粧吸音板t9

壁：コンクリート化粧打放し

壁：ガラスタイル貼り

ギャラリー ギャラリー

床：OAフロアt100の上タイルカーペット

屋根：FGボードｔ8×2の上
陶磁器質タイル貼り

柱型パネル：鉄骨下地の上
AL t3.0
ウレタンメタリック焼付塗装

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ロックルール化粧吸音板t9

床：長尺塩ビシート床：ビニル床タイルｔ5

アスファルト防水（BⅠ-1）

フロントスピーカーボックス

センターカメラボックス

柱型パネル：RC下地の上
アルミカットパネル貼り
ウレタンメタリック焼付塗装

壁：FGボードｔ8×2の上
陶磁器質タイル貼り

巾木：SUS　H=60

天井：LGS下地
   GB-Rｔ9.5×2
   パテ処理の上EP

床：石貼りｔ15

シーリングスピーカールーバー

プロセニアムスピーカールーバー

床：コンパネｔ12捨貼りの上
　　チーク縁甲板ｔ15

床：OAフロアｔ100の上
　　タイルカーペットｔ7.5

床：OAフロアｔ100の上
　　ビニール床タイルｔ5

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ロックルール化粧吸音板t9

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ロックルール化粧吸音板t9

壁：GB-Rｔ12.5(GL)パテ処理の上　EP
壁：GB-Rｔ12.5(GL)パテ処理の上　EP

壁：LGS下地の上 GB-Rｔ12.5×2　EP

壁：LGS下地の上 
　　GB-Rｔ12.5×2パテ処理　EP 壁：コンクリート化粧打放し壁：コンクリート化粧打放し

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ロックルール化粧吸音板t9

壁：コンクリート化粧打放しの上
フッ素樹脂クリア塗装

床：駐車場用防塵塗装

天井：LGS下地　GB-Rｔ9.5捨貼の上
   ケイカル板t6

防振遮音天井：防振ハンガー吊
グラスウール32ｋ　50ｔの上 石膏ボード15ｔ×3

防振遮音天井・壁取合い部：
ネオプレンゴムt15の上
シーリング

床：鋼製床組H410の上
　　コンパネｔ12、タイルカーペットｔ6.5

サイドスピーカールーバー

シーリングスピーカールーバー

壁面上部：繊維混入GB-Rｔ12の上
　　　　　繊維混入GB-Rｔ12　レリーフ加工
　　　　　パテ処理EP

壁面下部：繊維混入GB-Rｔ12×2の上
　　　　　特殊ケイカル板　ルーバー加工
　　　　　パテ処理EP

天井：繊維混入GB-Rｔ12の上
繊維混入GB-Rｔ12　レリーフ加工
パテ処理EP

LED間接照明（電気設備工事）

チャンバー内
GWマットt50（32kg）
ガラスクロス巻貼り

チャンバー内
GWマットt50（32kg）
ガラスクロス巻貼り

チャンバー内
ポリスチレンフォーム t25敷込

チャンバー内
GWマットt50（32kg）
ガラスクロス巻貼り

チャンバー内
GWマットt50（32kg）
ガラスクロス巻貼り

コンクリート化粧打放しの上
フッ素樹脂クリア塗装

壁：コンクリート化粧打放しの上
　　フッ素樹脂クリア塗装

壁：コンクリート化粧打放しの上
　　フッ素樹脂クリア塗装

壁：コンクリート化粧打放し

床点検口

床点検口

床点検口

断熱材：ガラスクロス巻
    GWマット32kg ｔ50

天井：有孔金属天井

繊維混入有孔PBt8　9φ＠15EP（黒）
GWt50　ガラスクロス敷込

壁：GWt50ガラスクロス裏貼り
FL＋500まで PBｔ12.5EP
FL＋500以上 繊維混入有孔PBｔ8EP

ウォールスピーカールーバー

RA用開口600φ

RA用開口600φ

笠木：アルミ製閉鎖型（製作物）
　　　ウレタン焼付塗装

車路

廊下（1-1）

公会堂
エントランス

ホール

舞台

女子WC（2）廊下（1-3）

フォロー
スポット室

会議室（1）土木事務所事務室

シーリング
スポット室

客席

▼スノコ　30.240

▼RFL　33.190

▼RFH　34.240

▼舞台 17.300
公会堂事務室

土木事務所倉庫
消化ポンプ室 受水槽室

映写・調整室

天井：GWt50 ガラスクロス貼りピン押え

壁：GWt50 ガラスクロス貼りピン押え

床：防塵塗装床：防塵塗装

天井：GWt50 ガラスクロス貼りピン押え

▼4FL  26.770

▼3FL  22.380

ホワイエ

▼2FL  16.500

ホワイエ

▼1FL  12.700

▼B1FL  9.000

Y2 Y6Y3 Y5Y4 Y7
9,060 7,5757,880 7,270
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Step　6 ピット立上り(1ヶ月)

既存躯体と山留を残して解体し、既存躯体に切梁をかけながら掘削を進めた。敷地は地下水位が高く、地表 1m から被圧地下水が湧き出す状況であっ
たため基礎工事の施工は非常に困難を極めたが、施工者の努力により無事故で工事が完了した。

既存地下躯体利用

既存地下躯体を山留に利用

港南公会堂及び港南土木事務所整備事業　基本設計（その２）

基本設計案　断面図

基本計画案　断面図

既存施設　断面図

①既存施設

②基本計画案

③基本設計案

客席にほとんどレベル差がない

ため、舞台への視線が全く確保

できていません。

プロセニアム開口が 6m程度しか

なく、劇場として機能しません。

斜線制限の検討がされていません。

天空率を使ったとしてもこれ以上

高くすることはできません。

9.5 ｍ

15.8 ｍ

15.0 ｍ

ホワイエ

会議室廊下

地下鉄の近接影響範囲（エリアⅡ . Ⅲ）に地下躯体

が干渉しており、設計工期および工事工期の大幅な

延期と、多大なコスト増が見込まれます。

地下鉄の近接影響範囲（エリアⅡ . Ⅲ）に地下躯体が干渉しないよう

に計画する必要がある本計画では、二階の屋外デッキ部分（公会堂へ

の風除室）を、吊り構造として、地下部分に構造体がでないように計

画します。

客席

舞台

土木事務所事務室 区民活動
支援センター

会議室

ホワイエ 事務室

エント
ランス
ホール

風除室

映写
調整

WC 廊下

電気室

ピット ピット ピット ピット ピット ピット

駐車場駐車場

1 - 4既存施設、基本計画、基本設計案の比較

2.1� 近接影響検討結果（�-� 断面）XS 

2.1�.1 解析モデル 

解析モデル図、土留め変形図を示す。 

図 2.3� �-� 断面 解析モデル図 

図 2.31 土留め変形図 

2.1�.2 解析ステップ 

 解析ステップは、①自重解析⇒②地盤掘削によるリバウンド＋土留めの強制変位解析の２ステップ

とした。 

 Step1：自重解析 

 Step2：応力解放＋強制変位解析 

2.1�.3 解析結果 

  以下に Step2 の変形図と躯体変位量を示す。 

Step2：応力解放＋強制変位解析 

水平変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

鉛直変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

躯体最大変位量(mm) 

掘削範囲 

右側土留め壁 地下鉄躯体 

土留め壁強制変位
最終掘削時

標高
GL
(m)

変位
δ
(mm)

1 0.000 -2.155
2 -0.200 -2.403
3 -0.500 -2.771
4 -0.700 -3.004
5 -1.000 -3.316
6 -1.500 -3.695
7 -1.650 -3.766
8 -1.850 -3.827
9 -2.000 -3.847
10 -2.500 -3.768
11 -3.000 -3.507
12 -3.500 -3.140
13 -4.000 -2.719
14 -4.500 -2.278
15 -5.000 -1.832
16 -5.500 -1.388

-6.000 -0.945
-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0
-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0
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高
(m

)

水平変位(mm)
右側土留め壁

土留め壁強制変位

掘削底面

-3.847mm

境界条件：側面鉛直ローラー
：底面固定 
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水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：0.3mm 水平変位：-0.6mm

鉛直変位：0.2mm 
水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：-0.1mm 

水平変位：-0.�mm
鉛直変位：0.3mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.4mm
鉛直変位：-0.1mm

水平変位：-0.
mm 
鉛直変位：-0.1mm 
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2.9 近接影響検討結果（B-B 断面） 

2.9.1 解析モデル 

解析モデル図、土留め変形図を示す。 

図 2.28 B-B 断面 解析モデル図 

図 2.29 土留め変形図 

2.9.2 解析ステップ 

 解析ステップは、①自重解析⇒②地盤掘削によるリバウンド＋土留めの強制変位解析の２ステップ

とした。 

 Step1：自重解析 

 Step2：応力解放＋強制変位解析 

2.9.3 解析結果 

  以下に Step2 の変形図と躯体変位量を示す。 

Step2：応力解放＋強制変位解析 

水平変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

鉛直変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

躯体最大変位量(mm) 

掘削範囲 

右側土留め壁 地下鉄躯体 

土留め壁強制変位
最終掘削時

標高
GL
(m)

変位
δ
(mm)

1 0.000 -2.155
2 -0.200 -2.403
3 -0.500 -2.771
4 -0.700 -3.004
5 -1.000 -3.316
6 -1.500 -3.695
7 -1.650 -3.766
8 -1.850 -3.827
9 -2.000 -3.847
10 -2.500 -3.768
11 -3.000 -3.507
12 -3.500 -3.140
13 -4.000 -2.719
14 -4.500 -2.278
15 -5.000 -1.832
16 -5.500 -1.388

-6.000 -0.945
-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0
-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0

標
高
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)

水平変位(mm)
右側土留め壁

土留め壁強制変位

掘削底面

-3.847mm

境界条件：側面鉛直ローラー
：底面固定 
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水平変位：-0.8mm 
鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.8mm
鉛直変位：0.0mm 
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鉛直変位：-0.1mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：0.2mm 
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鉛直変位：0.0mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：-0.1mm 
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（要領 -３）課題に対する提案 課題：区の中心部にふさわしい賑わいと、区民に親しまれる施設づくりについて

公会堂

①設計の基本的な考え方について（景観、地区内の駅前広場、区役所・消防署とのつながりに配慮した、設計コンセプトについての提案）

②施設計画に関する考え方について

公会堂と駅をつなぐ
「緑の丘」では野外
イベントも可能です

バス待合スペースを
十分に確保します

港南中央駅と南側道路
を雨に濡れずに自由に
行き来できる遊歩道

東側道路と鎌倉通りを
緩やかな傾斜路で結び、
駅前の混雑を解消します

外観イメージ図

建物を段状にセットバック
させ、周辺への圧迫感を
最小限にします

港南中央駅

東側道路

バス停

鎌倉通り

緑に包まれた建物は、
港南区の緑化推進の
シンボルとなります

③木材利用の考え方について

④既存施設の活用、解体の考え方について

・駅前と公会堂を「緑の丘」でつなぎ、駅前へ賑わいを伝えます。
・港南中央駅～区民生活支援センター～土木事務所～総合庁舎を
結ぶ遊歩道をつくり、周辺施設の連携を強化します。

講堂の内装、室内の床・天井など、積極的に木材を使用します。雨がかりが無い
部分に使うことで、維持管理のしやすさにも配慮します。さらに流通材を用いた
経済的、効率的な計画とし、ローコストで温かみが感じられる空間をつくります。

講堂の内装には全面的に木材を使用します。
（イメージ図は K県内において、最近当社が設計したものです））

既存土留壁、耐圧盤を残し、山留とする合理的・経済的な計画とします。
隣地への影響や工事中の安全を考え、切り梁を設置します。
地下水位を調査し、もし湧水がある場合は解体ガラを活用し仮設足場を形成します。
最も騒音が発生する RC部解体はワイヤーソーを用い、騒音を最小限とします。
建築、構造設計者とも既存躯体を利用した豊富な経験があり、本業務に活かします。

20 年来の協力体制にある私達の設計チーム

・
・
・
・
・

基本計画案　駅や総合庁舎と公会堂のつながりが無く、搬入が機能的でない

改善案　港南中央駅、公会堂、土木事務所、総合庁舎を緩やかにつなぐ「緑の丘」

機械室は 1つに
まとめ機器更新・
維持管理に配慮

既存地下躯体の大部分を山留に利用
総合庁舎との連携を最大化

緑の丘
（駅前広場）

緑の丘
（駅前広場）

遊
歩
道

南側道路から
直接搬入可能

①既存フーチング解体

既存躯体

④杭・耐圧盤を打設

湧水があれば、
解体ガラ等で
仮設足場形成

⑤切梁撤去・
　B1F スラブ打設

⑥ 1F スラブ打設② 1F スラブ解体・
　切梁を設置

③ B1F スラブ解体

駅前広場から南側道路まで
雨に濡れずに歩ける遊歩道

遊歩道から区民活動支援セ
ンター等の活動が見えます

幅 2mの歩道状空地を確保

敷地周囲を緑化し、
美しい景観をつくります

上手側に
舞台袖を
確保

Ｂ 1Ｆイメージ（+9.0） 1Ｆイメージ（+13.0） 2Ｆイメージ（+15.7 ～ 16.5） 3Ｆイメージ（+21.5）

公会堂・駐車場への縦動線
を集約した明快な計画。
（エスカレーターも設置可）

十分なバス待合スペースを
確保し、駅前空間の安全と
混雑の解消に配慮します

駅施設も含め、敷地全体の
景観を一体的に考えます

緑の
バッファ
ゾ ー ン

駐輪場（54 台）

地下駐車場（26 台）

EV

EV
EV EV

土木事務所
事務室

近隣
住宅

土木事務所（980㎡ +220㎡）地下駐車場（1540㎡） 区民活動支援センター（200㎡） 公会堂（合計 2550㎡）

玄関
ホール

事務

所長室

会議

会議

会議

休憩

更衣
宿直

更衣室

書庫

閲覧
陳情機械室

ドライエリアドライエリア

舞台
（24 ｍ× 9.6m）

エントランス
ホール

ホワイエ

屋上緑化
屋上緑化

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

控室
搬入

+14.7

+15.7

+16.5
荷捌

舞台
倉庫

534 席

地下
入口

事務

会議

調光盤

会議

和室

映写・調整

楽屋
事務

控室ピアノ 控室

ＷＣ

倉庫 作業車
駐車場

区民活動
支援センター

港南中央駅

⑤業務の進め方と執行体制について

公会堂
ホワイエ

ホワイエ

搬入

搬入

搬入ＥＶ

搬入が地下にあり、
機能的でない計画。
搬入ＥＶも必要と
なり不経済。

公会堂が 2 階に
あり、駅前との
つながりが無い

遊歩道イメージ　床、天井にも積極的に木材を使います。

公会堂と駅前を
「緑の丘」が結び、
賑わいを伝える

駅から南側道路までを
遊歩道で結ぶ

屋上緑化
南側道路から直接
搬入できる機能的
な計画。搬入ＥＶ
も不要で経済的。

区民活動支援センター

区民活動支援センター

土木事務所

土木事務所

緑の丘総合庁舎へ
港南中央駅

港南中央駅

自然採光
屋上緑化

自然通風

雨水利用

居住域空調

地中熱利用照明制御
エネルギーの見える化

敷地内
緑化

太陽光発電

遊歩道

港
南
区

地
域
住
民

駅
関
係
者
等

・昨今の建設コスト急騰によりコストコントロールが出来ないプロジェクトが多いなか、
我々は基本設計から精度の高い積算や、実勢単価を考慮し適切なコスト配分を行います。
K県内の大小ホールをもつ複合型の劇場では、2年間に及ぶワークショップを経て、実施
設計を予算内に終え、現在発注手続きに入っています。
・チームの実績と経験を活かし、基本設計段階から解体範囲、解体方法を綿密に検討します。

総括・建築担当事務所 構造設計

設備設計

積算

綿
密
な
対
話

Ｗ
Ｓ
の
開
催

ホールを含む複合施設、庁舎の設計実績が豊富で、沢山の
来館者で賑わう施設を数多く作り、建築学会賞、日本建築
大賞など数多くの受賞暦があります。

世界中の劇場音響を手掛けています

設計、施工、運営まで総合的なアドバイス

豊富な知識と経験で迅速な積算を行います

国内外で多数実績のある設備事務所です

多数受賞暦のある構造設計事務所です

音響

劇場コンサルタント

ワークショップの意見を丁寧に反映する手法で20年以上設
計しており、常に行政・区民と共に考えます。多方面から
の様々な要望を総合的に調整します。
現在、Y市の再開発等促進地区内で、高さ140ｍの大規模
宿泊施設の設計を行っています。
T市の図書館複合型コミュニティーセンターの設計では、本
計画同様、周辺道路レベル差を活用し、建設コストを大幅
に削減しました。その経験を本業務にも生かし、地域に愛
される建物をつくります。

低炭素対策 手法 低減率
負荷の低減 高断熱、高性能ガラス、緑化 －６％
自然エネルギー

利用
通風、採光、太陽光発電
太陽熱利用、地中熱利用 －11％

資源の有効利用 雨水利用、節水器具 －2％
高効率
システム

照明制御、INV 制御
センサー制御 －14％

適正運用 エネルギーの見える化
節電運用 －10％

CO2排出量低減 合計 －43％

搬入、控室、舞台を全て一層に集約。
地上から直接搬入でき、EVが不要。

高さのある公会堂は敷地中央に配置、
周辺への圧迫感を最小限にします。

駅前広場～南側道路を結ぶ遊歩道を設置、総合庁舎との連携を最大化
西側の住宅にむけては極力窓をつくらず、緑のバッファゾーンを形成

北側部分を除き、既存地下躯体を
全て山留工事に活用します。

・屋上緑化や太陽光発電等、自然エネルギーを最大限活用し、省エネルギーと低炭素化に努めます。

・地域住民が育てる緑化エリア、子供が自然と触れあう駅前広場、環境啓蒙のためのエコ表示など、
本施設をきっかけに、地域全体の環境意識が高まるようなコミュニティ形成を図ります。

・長寿命化を行い、従来施設に対しLCCO2の43％削減を目指します。土木事務所の執務スペース
はモジュール化することで、レイアウト変更、時代変化や経年劣化に対する機能更新が容易な、
長く使える施設を創ります。構造体は100年、設備類は長寿命仕様とし、LCCを低減します。

・CASBEE横浜のＡランクを取得します。（Ｓランク取得を目指します。）

（省エネルギー・低炭素対策、維持管理、ライフサイクルコストに配慮した、市民利用しやすい施設計画についての考え方）

駅前広場、公会堂、総合庁舎を緩やかにつなぐ港南区のシンボル「緑の丘」

□自然エネルギー最大活用による LCC 削減□低炭素対策

地下鉄駅舎への影響検討

プロポーザル時点から地下鉄や周辺環境への影響に配慮

基本構想では地下鉄駅の近くまで建物が伸びていたが、地下鉄に影響があった場合に工事がストップするリスクがあり、コストも工期も大幅にオー
バーしてしまうため、FEM 解析による地下鉄構造物に影響のない位置まで地下躯体を離し、上部躯体だけをオーバーハングさせ必要諸室を確保した。

道路斜線や高さ規制をクリアし、隣接する住宅地への圧迫感と日影も最小限にするため、段々状にセットバックする形態とし屋上緑化を施した。



雑誌掲載

開館後のアクティビティ




